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サ ル の 肝 臓 ．胃腺 ，骨格筋、副腎皮質の

ス ーパ ーオ ギ サ イ ドジ ス ム ターゼ （Cu
− Zn − SOD ）の 組織化学的検出
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ハ ム ス ターの種 々 の上皮組織にお ける

サ イトケ ラチン （56 、 64kd ）陽性細胞

の 分布
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　胃粘 膜 に お け る Cu − Zn − SOD の

局在 は 、 ラ ッ ト、 ヒ トに お い て 胃底腺 の

壁細胞 （旁細胞 ）の細胞質 に み られ るこ

と が 、 そ の モ ノ ク il　一ナ ル 抗体を用 い て

報告 さ れ て い る 。 これ を電顕組織化学 へ

発展 させ る目的 で 、閥定条件を吟味 しな

が らサ ル （ロ太ザル 、マ ン ト t 匕） とラ

ッ トの 肝 臓 ．胃腺 、 骨格筋 、 副 腎で の 局

在 を観察 した 。

　 固定条件 は ， （1） 4 ％ パ ラホ ル ム ア

ル デ ヒ ド、 （2 ） 2 ％ グル タール ア ル デ
ヒ ド，　 （3 ） 2 ．5 ％ グル ター− Jレア ル デ

ヒ ドと 2 ％ パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ドの 混合
液 ， （4 ） 無 圜定 と した 。

　染 色 性 ‘ま、　 （1） 〉 （3） 〉 　（2）　〉

（4 ） の 順 に 強 か っ た 。 胃底腺の 壁細胞
で は ヒ トの 場 合 と同様 に 細胞質が陽性で

あ る他 に （1） 〜 （3 ）で 固定 した もの

で は 核 が陽性 で あ っ た 。 しか し （4 ） で

は 核 は 陰性 で あ っ た 。 肝細鮑 で も （3 ）
で は核 が 陽性 で あるが （4 ） で は核が陰

性 で 、　 （1） で は核が 陽性の もの と陰性
の もの と が あ っ た。骨格筋で の 反応ほ微
弱 で あ っ た が核 は陽性で あ っ た 。副腎皮
質 で は網 状 帯 に 陽性細胞がみ られ た a

　ハ ム ス ターの 種々 の 上皮組織における、サ

イ トケ ラチン （56kd 、 64kd ）の存在

を免疫組織化学により検索 し、サイ トケラチ

ン陽性の 上皮を組織学的に次の 5 型に分類し

た。 1 、重層扁平上皮細胞 （表皮、食道上皮）

2 、管系 の上皮細胞 （唾液腺の 導管、胆管、

Hering管 、膵管、腺房 中心細胞 、尿管、腎臓

の 集合管 ）　 3 、 膀胱及び胆嚢の上皮細胞

4 、漿膜 上皮細胞 （申皮 ） （肝、胆 嚢、卵巣

を披う腹膜上皮）　 5 、その 他 （胸腺の上皮

性細網細胞 、ハ ツ サル小体 、膵 島の 諸細胞、

胃腸管の 上皮に散在する内分泌細胞様細胞〉。

これ らの 細胞は一
般に細胞内小器官の発達が

わる く、よく発達 した中間径 フ ィ ラメ ン トの

束を持つ 、 この結果か ら、サ イ トケ ラチンは

機械的刺激 を受けやす い 部位 にある細胞、ま

た細胞の 形状を保 持 し管の 内腔の開存性を保

つ 必要の あ る導管 系の 細胞に存在す ることが

分か っ た 。また胸腺の 上皮性細網細胞の よう

に、間葉系の 組織の 中に混在 し由来 が複雑に

な っ て い るもの で も、サ イ トケラチ ン の検索

により細胞の 由来や近縁関係 を示す ことがで

きる。さ らに 、 胃腸管の上皮に見 られたこの

サイ トケラチン陽性細胞は 、その 分布や細胞

の 形から消化管の 内分泌細胞 と考 えちれる。
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